
 昨年に続き今年度もＰＴＡ会⻑をさせていただきます名取です。
 ⽇頃より尚英中学校のＰＴＡ活動にご理解とご協⼒をいただきありがとうござい
ます。
 この会の⽬的は、家庭と学校が担っているそれぞれの役割を果たしつつ、⼦供達
により良い成⻑の場を作り上げ、健全に育成することにあると思います。この環境
をつくってあげたいという思いは、私達親の共通の願いではないでしょうか。「無
理のない範囲で」「できる範囲で」よいので皆様のお⼒を貸していただければ幸い
です。
 さて、⽣徒の皆さんは、勉強にスポーツに⼀⽣懸命励んでいるでしょう。私はこ
の中学三年間は⼼⾝共に⼤きく成⻑する時期であり、何をやっても楽しいのではな
いかと思います。 
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 中学に⼊学して初めての部活動、定期テストなど、また、新しいお友達とはお話しできているでしょうか。
少し⽣活に慣れてきたころで「⼤変だ―」と思う⼀年⽣。
 初めて後輩ができ先輩としての振舞い、部活では新体制となり、先頭に⽴つ⽴場、更に勉強も難しくなり、
「⼤変だ―」と思う⼆年⽣。
 最後の中学⽣活と試練である、⾼校受験で「⼤変だ―」と思う三年⽣。
 みんな今を楽しみましょう。
 最後に、ＰＴＡ活動もよろしくお願いします。

 本年度より尚英中学に着任いたしました校⻑の橋本浩幸と申します。
 本校は、校舎から雄⼤な太平洋を望むことができる素晴らしい環境にあります。
毎⽇、刻々と表情を変える海の景⾊は、⽣徒たちの学びの⽇々に彩りを添え、豊か
な感性を育んでくれるものと信じております。新地町には、かつて「観海堂」とい
う学校がありました。「海を観る」と書くその名は、海のように広⼤な視野を持
ち、物事の本質を⾒極める⼒を養うという教育理念が込められていたと伺っており
ます。私は、この「観海堂の精神」を⼼に刻み、⽇々の教育活動に励んでまいりた
いと考えております。⽣徒たちが⾃ら考え、判断し、未来を切り拓く⼒を育むため
には、この観海堂の精神が⽰す普遍的な学びの姿勢が不可⽋です。
 さて、1学期を振り返ってみますと、⽣徒たちは様々な活動に積極的に取り組
み、⼤きく成⻑してくれました。中体連では、練習の成果を発揮し、仲間と共に⽬
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標に向かって努⼒する姿を⾒せ、私たちに⼤きな感動を与えてくれました。
 ⼤阪の豊中市⽴第⼀中学校との防災交流学習では、共に震災について深く学び、活発な意⾒交流を⾏いまし
た。全員合唱を通して⼼の交流も図ることができ、⼤きな災害を経験した私達だからこそ伝えられること、そ
して、異なる地域での取り組みから学べることの多さを改めて実感したことと思います。
 さらに、⽣徒会を中⼼に、学校をより良くしていこうとする主体的な活動も⾏われています。⽇々の挨拶運
動から⽣徒会集会等の企画・運営まで、⼀⼈⼀⼈が学校を⽀える⼤切な⼀員として、責任感を持って取り組む
姿は⼤変頼もしい限りです。
 これからも海を望むこの尚英中学校で、⽣徒たちがのびのびと学び、⼤きく成⻑できるよう、教職員⼀同、
⼒を合わせて教育活動に取り組んでまいります。保護者の皆様には、本校の教育活動にご理解とご⽀援を賜り
ますよう、⼼よりお願い申し上げます。
 ⼀年間お世話になります。
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編集後記
 皆様のご協⼒によりま
して、無事に第九⼗⼆号
を発⾏することができま
した。ありがとうござい
ました。

教養委員⼀同

令和７年度 尚英中学校PTA組織

随想：わたしの⼈⽣の出発点 祖父と児童書
 ⺟⽅の祖⽗は、いつも⽸ピースのたばこを吸いながら、緑茶を飲んでいました。穏やかでのんびりしてい
て、こんがらがった⽷をこともなくほどく特技を持っていて、刺繡⽷を何度もほどいてもらっていた記憶があ
ります。
 夏休み、遠く神奈川から福島の孫に会いに来てくれていた時のことです。
 当時、私は⼩学五年⽣。読書感想⽂の課題図書に指定されていた児童書に夢中になっていました。『２００
年前に僕がいた！』という本です。宇宙⼈と少年が江⼾時代にタイムスリップし、⼤飢饉を救う話です。宇宙
⼈、タイムスリップ、難題の⾒事な解決、⼩学⽣の私にとって魅⼒的なＳＦ物語。「この会話はこのセリフの
ほうがいい」と⾃分でセリフを書き換えるほど夢中になり、いつも⼩脇に抱えていました。それに気づいた
祖⽗が、「⾯⽩そうだ、読ませてくれ」と私に声を掛けました。セリフを書き換えたことをはたと思い出
し、⼀瞬迷いましたが、そのまま、祖⽗に児童書を⼿渡しました。祖⽗は縁側に腰かけ、たばことともに緑
茶を飲みながら読み進めます。⾃分の書き換えたセリフが読まれてしまうと後から恥ずかしさを覚え、祖⽗
の後ろ姿とたばこの煙にいぶされる児童書をじっと⾒つめるしかありませんでした。
 帰宅の⽇、祖⽗は、未読の児童書をもって「くみこはいい本読んでるなあ。読み終わったら返すから
ね。」そう⾔って、帰っていきました。愛読書を持っていかれてしまった悲しみがありましたが、⾃分が読
んでいる本を「良い本」と認めてもらえたことがとてもうれしかったことを覚えています。そして、祖⽗の
この⾔葉をきっかけに、私は良書に出会うべく、様々な本を読み漁り始めたのです。この経験が私の⼈⽣を
作る出発点だったと思います。
 その年の秋、祖⽗から段ボールいっぱいの⼲し芋と祖⺟が編んでくれたベスト、その上に私の愛読書が届
きました。ほっと胸をなでおろし、祖⺟の⼿編みのベストを着て、⼲し芋をかじりながら、縁側でたばこの
においがうっすらついた児童書をめくりました。あの時の安らかな時間は、本を⼿に取る度に思い出す私の
⼈⽣の⼀部分です。
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